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　This study examined the short-term memory of preschoolers for Warabe-Uta  children’s songs – 
known to reflect particular characteristics of traditional Japanese music – in connection with these 
children’s development of singing ability. Three-, four- and five-year-old preschool children were 
taught these traditional Warabe-Uta , and their singing ability at each age was then assessed for 
correct pitch and volume, in both group and individual singing. Confirming previous studies, we 
found the five-year-olds had developed the highest singing ability, and we were able to see how this 
singing ability had developed from one year to the next. Special structural characteristics of the 
Warabe-Uta  songs (their syllable nuclei, combined tetrachords, and tone intervals in their miyako-
bushi scale), as well as their lyrics and accenting of certain syllables, therefore seem to positively 
influence the development of the children’s singing ability.
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　１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
どん ぐ り こ ろ ちゃん あ た
　９ 10 11 12 13 14 15 16
　ま は とん がっ て お し り
　17 18 19 20 21 22 23 24







　１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
いち もん め の い すけ さん い
　９ 10 11 12 13 14 15 16 


















































































1.50, 1.26, 0.59、４歳児では2.2, 1.96, 1.26, 1.64、
５歳児では3.36, 3.11, 3.25, 2.51となっている。
同じく「いちもんめのいすけさん」では３歳
児は1.50, 0.64, 0.55であり、４歳児では1.31, 





















































程平均で1.19, 1.31, 1.53, 1.53であり、４歳児は








児は0.65, 0.59, 0.47, 0.49、４歳児は0.65, 0.64, 
0.58, 0.50で、４歳児では歌わない者が多かっ
た。また、歌詞を唱えたり、歌詞も違える例
図４　３歳児グループ練習回数別得点
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り、他の部分に比べて得点が高かった。
「ぺっちゃんこ」の言葉の楽しさや「とん
がって」から「ぺっちゃんこ」のメロディー
のくり返しも幼児の短期記憶に影響を与えて
いると考えられる。
　５歳児は全般的に安定して歌うが、音程を
作り変えて歌う姿が見られた。作り変えの方
法は、わらべうたの特徴を踏まえているもの
であった。例として、「どんぐりころちゃ
ん」から「あたまは」と「どっちかな」の部
分の譜例をしめす。（図１－３）「あたま
は」は原曲ではＡＣＡＡであるが、これをＡ
ＣＣＡと歌っている。「どっちかな」は原曲
ではＤＦＦＧであるが、これを「ＧＦＦＧ」
と歌っている。どちらも、言葉のアクセント
にかなった歌い方となっている。
重な歌唱行動の一つの現れであると考えられ
るとともに、注意深く聞くことが歌の記憶の
前提となっていることを示唆している。
４．わらべうたの短期記憶における特徴的な
　反応（図２、図３参照）
　全般的にわらべうたの終止形（核音→長２
度下の音→核音）の音程に安定感がみられ
た。「どんぐりころちゃん」の「どんぐりこ
ろちゃん」「とんがって」「ぺっちゃん
こ」、「いちもんめのいすけさん」では「い
すけさん」「はしった」「ちょうだい」の部
分である。５歳児の音程平均では「ころちゃ
ん」3.39、「とんがって」3.39、「ぺっちゃん
こ」は3.43であった。また「いすけさん」
3.09、「はしった」2.53、「ちょうだい」は
2.79であり、前後の部分に比べると得点が高
い。「ぺっちゃんこ」は４歳児でも2.38であ
図５　５歳児グループ練習回数別得点
図６　４歳児グループ練習回数別得点
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Ⅴ　まとめ
　本研究より示唆される幼児のわらべうたの
短期記憶の特徴は次の通りである。まず、歌
を覚えて歌えるまでの過程として、聴くこ
と、次に言葉を唱えることがあり、最後に歌
を歌うという過程に至る。３歳児や４歳児で
は、特に音程が難しい部分や曲の後半では歌
わずに聴く姿や言葉を唱える姿が見られた。
しかし、５歳児においては、３歳児、４歳児
と比べグループでの歌唱と個人の歌唱の得点
差が少なく、グループでの歌唱（練習）の比
較的早い段階から歌えるようになっている。
これは、５歳児には３歳児や４歳児と比べ、
わらべうたの言葉や音遣いの感覚が育ってい
る可能性があるのではないか。そのため、３
歳児、４歳児に見られる歌を覚える過程を、
早めに終えてすぐに歌うことができるのでは
ないかと考える。５歳児が言葉のアクセント
に合う形に音程を変化させて歌っていること
も、わらべうたの音感覚の育ちを示唆するも
のである。
　本研究は先行研究と違う「わらべうた」を
題材としたことで、わらべうたの構成要素や
日本語の特徴がわらべうたを覚える過程に影
響を与えていることが示唆された。
　今後、調査範囲を広げるとともに、音声分
析などの効果的な調査方法についてもさらに
検討したい。
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